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Abstract 

This paper shows how to use iPads in collaborative learning and 

reveals how it affects students' attitudes toward learning English. In the 

experimental classes, students were asked to take videos of their role-

playing in English with iPads. Before taking videos, they made 

slideshows about their role-playing and practiced pronunciation by 

using some iOS apps. The students’ feedback about the method was 

generally positive. Also I found that iPads in collaborative learning (1) 

increased students’ motivation to study English, (2) encouraged 

autonomy, and (3) made them more active communicators. 
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1.  はじめに 

 近年、教育現場では従来のような個別学習による知識の蓄積ではなく、他者との学

び合いの中で知識を深めていく学習へ転換しようとしている。大学の英語教育におい

ても同様に、教師中心の明示的指導から、学習者中心の協働的知識構築型の学びへの

パラダイムシフトが起こっている（阿部・山西, 2013）。また、文科省（2011）は、

「教育の情報化ビジョン」を策定し、 ICT（ Information and Communication 

Technology）活用の促進を協働学習の場面の中でも取り上げるよう明示したように

協働学習の中での ICT 活用が注目されている。 

 このような学びのスタイルの変化にあたり、長崎大学でも学習環境、授業方法にお

いて大きな転換期を迎えている。学習環境については、平成 25 年度より情報メディ
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ア基盤センターが提供する無線 LAN サービスが拡大したことから、CALL 教室以外

でも ICT 機器を使用した学習を積極的に行えるようになった。さらに、アクティブ

ラーニング
1
を導入し、協働の中で主体的に学ぶ授業方法が取り入れられるようにな

った。このような状況下で、ICT 機器の活用と協働学習を取り入れた新しい英語の授

業形態に挑戦することは、今後の長崎大学の授業を発展させていく上で意義のあるこ

とと考える。 

 

2.  本研究の目的 

 本研究では、協働学習の中に、近年教育利用の可能性が研究されている iPad を活

用した。現在、iPad を取り入れた学習が盛んに行われており、甲南大学は iPad を活

用して「簡易 CALL 教室」を日本で初めて作り、語学教育に活かしている。実際に

iPad を活用して学習した学生からは、学習意欲が高まったなどの報告がされている

（甲南大学ホームページより）。甲南大学での取組みは、平成 24 年度文部科学省

「私立大学教育研究活性化設備整備事業」に採択されており、今後も iPad を導入す

る大学が増えていくことが予想される。このように、iPad を教育用ツールとして活

用する可能性は十分にあると考える。しかし、協働学習の中に iPad を活用した研究

事例は少なく、教員が活用方法を確立していない場合が多い。また、学生も iPad と

同等の機能を備え持つスマートフォンなどの ICT 機器を持っているにも関わらず、

学習への導入方法を知らないように感じる。よって、本稿では授業での活用方法を検

討し、iPad が協働学習にもたらす効用と学生の反応を明らかにする。 

 

3.  協働学習の効果 

 協働学習を取り入れた授業をする際には、グループのメンバー同士が協力し合い共

通の目的・目標の達成に努めることを通して、1）互恵的相互依存、2）対面的なイ

ンタラクション、3）個人の責任、4）社会的技能、5）協同活動評価させることが重

要であり（Johnson, Johnson, & Smith,1991）、すべての要素が満たされなければ協働

学習から得られる最大限の効果が得られたとは言い難い。 

 協働学習を行うメリットの 1 つは、学び合いからより多くのことを学べることに

ある。佐藤（2001）においても「子どもたちの学び合う関わりが、教師の指導力の 5

倍以上の力を発揮する」と述べているように、教師中心の授業よりも学習者中心とな

る授業の方がはるかに学習効果が高いと言える。アメリカの国立訓練所が発表した

「学びのピラミッド」でも教師中心の講義型の指導では、学生の理解度が 5％程度に

とどまってしまうのに比べて、協働学習の活動に取り入れられるようなグループ討論

では 50％、模擬演習では 75％、実践及び他者への指導では 90％に達すると言って

いる。これらの結果から、授業内での活動では主体的に考え、他者と考えを共有しな
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がら学んでいくことが理解力を上げるために必要なことであると言える。さらに、

ICT を活用した協働学習の効果について田中他（2012）では、①学習動機を高める、

②時間と空間を超えて学習機会を拡大させる、③学習効率を高める、④学習者の自律

性の育成に貢献すると述べている。②の項目に関して言えば、ICT の活用がなければ

得られない効果であるということに注目したい。長崎大学では、平成 25 年度に導入

した主体的学習促進支援システム（LACS）2
を利用することにより教室外であって

も教室で行う演習問題と同じものを解くことができたり、授業で見た動画を授業外で

も復習用の教材として使用できたり、家にいながら掲示板を使用して他の学生と討論

したりすることができる。授業と授業外での作業が上手く連携していると学習する機

会が増えるだけでなく、自律的な学習を促進することが可能になる。ICT は、あくま

でもツールであるため、問題はそのツールを教師が協働学習の中でどのように有効活

用するかである。 

 

4.  iPad を取り入れた協働学習の実践 

 本実践では語学教育に iPad（iPod touch も含む）を活用したアクティブラーニン

グを提唱してきた岩居（2012）の活動を参考にし、授業を行った。 

 対象のクラスは、2013 年度後期に担当した「総合英語Ⅱ」と「総合英語Ⅲ」であ

る。以下の表 1 に担当クラスの詳細をまとめた。使用する教材は、竹蓋（1997）に

よって開発された「三ラウンド・システム」の指導理論に基づいて開発・研究された

教材である。長崎大学では平成 24 年度より導入され、11種類の教材の中から学生の

英語のレベルや興味に応じて教材を選ぶことができる。担当した 4 クラスともに

TOEIC の平均スコアは 400 点以下であるため、学生はどの教材を使用しても難しく

感じると予想できたが、協働学習を取り入れ、学び合いの中から理解力がつくと想定

し、あえて難しいレベルの教材を使用することに決めた。 

 

表 1 担当クラスの詳細 

 

 上記のクラスを対象に初回の授業で「読む」、「書く」、「聞く」、「話す」の 4 技能

のうち一番嫌いな技能は何かアンケート調査を行ったところ、経済学部ではリスニン

グ（38％）、環境学部ではスピーキング（36％）、教育学部 1 年ではリスニング

対象クラス 人数 使用教材 使用教材レベル 

経済学部 1 年 52 名 People at work TOEIC520 点〜 

環境学部 1 年 44 名 Canadian Ways TOEIC520 点〜 

教育学部 1 年 46 名 New York Live TOEIC450 点〜 

教育学部 2 年 43 名 Canadian Ways TOEIC520 点〜 
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（33％）、教育学部 2 年生ではリスニング（36％）という結果が得られた。この結果

から、授業では特に苦手意識の高いリスニングとスピーキングの活動に重点を置き、

協働学習を通して苦手意識を取り除けないかと考えた。 

 

4.1.  授業の流れ 

 本実践では、グループで協力してロールプレイすることを課題として与えた。ロー

ルプレイは、表 1 の教材をお手本として発音やジェスチャーの真似をさせ、ロール

プレイする姿を iPad で撮影させた。協働学習では、グループ内でコミュニケーショ

ンを積極的に取れる環境を作ることが重要であるため、学期の始めに 4人〜6人から

成るグループ（クラスによって異なる）を 9 つ作っておき、第 5 回目の授業までに

コミュニケーションを円滑に進められる状態にしておいた。授業内では、大きく 5

つ（①内容理解、②発音練習、③撮影、④振り返り、⑤相互評価）の活動に分かれて

おり、作業はすべてグループで進めさせた。授業全体の構成は表 2 の通りである。 

 

表 2 授業構成 

 

 前節でも述べたように、使用している教材は学生のレベルよりも高めのものを選ん

でいるため、まずはロールプレイで担当する役割を各自で繰り返しリスニングさせ、

スクリプトを配布して、内容がきちんと理解できているかを確かめるために翻訳をさ

せた。次に、翻訳した文章をグループ内で共有し、要約をスライドにまとめさせた。

その後、発音練習や撮影に向けた練習を行い、第 11回目の授業中に撮影を行った。

学生は、撮影終了後に個人での振り返りを行い、第 12回目の授業で自分たちが撮影

した動画と他のグループの動画を比較しながら、グループでの振り返りと他のグルー

第 5 回目 

 

ロールプレイについての説明 

ロールプレイで演じる担当 Unit の決定（グループごと） 

第 6 回目 

 

担当する Part の決定（個人ごと） 

内容理解（個人で担当 Part の翻訳作業） 

第 7 回目 内容理解（翻訳した部分をグループで共有） 

第 8 回目 内容理解（各 Part の要約をスライドにまとめる） 

第 9 回目 発音練習（ロールプレイで演じる Part の発音練習） 

第 10 回目

 

発音練習（ロールプレイで演じる Part の発音練習） 

撮影に向けた試し撮り 

第 11 回目

 

撮影 

YouTube にアップロード 

第 12 回目

 

振り返り（個人での振り返り、グループでの振り返り） 

相互評価 
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プの評価を行った。 

 

4.2.  iPad の活用方法 

 ロールプレイの練習については、岩居（2013）が提示する「グループワークが中

心の岩居式外国語指導」のステップ①〜③に基づいて指導を行うと同時に iPad の導

入も行った。iPad は授業前に各グループに 1台ずつ配布し、表 3 のアプリケーショ

ンを使いながら作業を進めた。各アプリケーションの使用方法、iPad の操作方法等

の説明は、授業中に適宜行った。 

 

表 3 使用したアプリケーション 

 

 ステップ①の作業は、「声に出す」ことである。ロールプレイのための発音練習で

は、お手本となる教材の音声を何度も聞いて、真似をさせた。しかし、英語のネイテ

ィブ話者ではない我々は、自分が正しい発音をしているかどうか判断することは難し

い。最近では、発音を採点してくれるソフトが多く開発されているが、点数化される

だけでは自分の発音について分析することは困難である。そこで本実践では、第 9

回目、10回目の授業で「Dragon Dictation」を使用して自分の発音の確認と矯正を行

った。ここでは、発音した単語が正しく認識されるのかを確かめるだけではなく、自

分の発音の何が間違っているのかを分析し、発音の矯正を行うことを目的としてアプ

リケーションを使用した。例えば、ある学生は「Thank you very much」と発音した

が「Thank you betty much」と文字化されてしまった。文字になって表示されること

により、自分が発音した単語と実際の聞こえ方のギャップに気づくことができる。さ

らに、この学生は「variety」と発音しても「but it」と認識されたことから、「V」の

音と「B」の音の違いに意識して発音をするようになった。 

 ステップ②の作業は、「ビデオに撮る」ことである。撮影を行うことで、自分の発

アプリケーション名 アプリケーションの説明 価格 

Dragon Dictation 発音した単語や文章を認識して文字化

してくれるアプリケーション 

本実践では、発音の矯正に使用 

無料 

ロイロノート 簡単にスライドショーが作成できるア

プリケーション 

本実践では、撮影した動画を挿入した

スライドショーを作成した 

500 円 

標準搭載のカメラ 写真や動画をとることができる 

標準搭載されているので、ダウンロー

ドの必要はない 

無料 
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音や表現する姿を客観的に確認できる。さらに、「ビデオに撮る」過程で、ビデオを

撮る人、合図を出す人、演じる人、場面を演出する人、それぞれのメンバーがグルー

プ内で役割を分担しながら協力して作業を進められる（岩居，2013）。つまり、グル

ープ内での学びを促進することが可能である。本実践では、まず第 8 回目の授業で

「ロイロノート」を使用して、ロールプレイする内容をスライドにまとめさせた。通

常のスライドであればパソコンで作成することも可能だが、パソコンを使用すると個

人作業になりがちである。本実践では、学生同士が協働で作業するためのツールとし

て使用することを目的としていたため、あえてパソコンは使用させなかった。その結

果、図 1 や図 2 のようにグループで話し合いながらスライドを作成する姿がよく見

られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 グループワークの風景   図 2 スライドの作成の風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 3 撮影風景（1）    図 4 撮影風景（2） 

 

 次に、iPad に標準搭載されているカメラを使って撮影をさせた（図 3）。第 11回目

の授業（ビデオ撮影日）には、グループ全員でスーツを着用したり、ロールプレイの

内容に合った撮影場所を選んだり（図 4）、かつらなどの小物を使うなど様々な工夫
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をしながら撮影を行っていた。撮影中には、お互いに発音や動きに対してアドバイス

をする姿もみられ、撮影後には「みんなと協力できて、楽しく撮影を終えることがで

きた」「みんなの足を引っ張らないために一所懸命台詞を暗記し、発音を練習しまし

た」という意見が多くあった。 

 ステップ③の作業は、「振り返る」ことである。完成したスライドショーを

YouTube にアップロード（非公開）し、編集作業を行いながら自分の発音、会話、

表現について振り返りを行った。YouTube を使用する理由は、iPad から簡単にアッ

プロードすることが可能であり、スライドショーの共有スペースとして活用できるた

めである。本実践では、個人の振り返り、グループでの振り返りをする際に他のグル

ープのスライドショーと比較しながら、どのような点が他のグループよりも良かった

のか、どのような点に気をつければよかったのかなどについて話し合った。 

 

5.  アンケート調査結果からの考察 

 アンケート調査では、自由記述と 5 件法を用いて①協働学習について、②iPad の

活用について調査を行った。アンケート調査は、全ての作業が完了した第 13 回目の

授業で行い、ロールプレイをするために行った一連の作業を思い出しながら答えても

らった。アンケート内では、学生に分かりやいように協働学習という言葉は使用せず、

グループワークという言葉に置き換えて質問をした。アンケートに回答した学生数は、

経済学部 1 年生が 51名、環境学部 1 年生が 36名、教育学部 1 年生が 38名、教育学

部 2 年生が 30名である。各質問に対して表 4、表 5 のような結果が得られた。 

 

表 4 グループワークは英語学習に効果があると思いますか 

 

表 5 iPad の活用は英語学習に効果があると思いますか 

 
全く効果は

ないと思う

効果はな

いと思う

どちらでも

ない 

効果はある

と思う 

非常に効果は

あると思う 

経済学部 1 年 2% 2% 14% 78% 4% 

環境学部 1 年 0% 3% 17% 75% 6% 

教育学部 1 年 0% 8% 24% 50% 18% 

教育学部 2 年 0% 0% 20% 73% 7% 

 
全く効果は

ないと思う

効果はな

いと思う

どちらでも

ない 

効果はある

と思う 

非常に効果は

あると思う 

経済学部 1 年 0% 8% 35% 55% 2% 

環境学部 1 年 0% 3% 31% 61% 6% 

教育学部 1 年 0% 0% 34% 55% 11% 

教育学部 2 年 0% 0% 20% 70% 10% 
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 クラスによって多少差があるものの、どのクラスにおいても協働学習、iPad を活

用した英語学習は「効果がある」「非常に効果がある」と回答した学生が 6 割以上い

ることが分かった。特に、グループ内でのコミュニケーションが積極的に行われてい

た教育学部の 2 年生のクラスでは「全く効果がない」「効果がない」と否定的な回答

をした学生は一人もいなかった。その他のクラスについても否定的な回答は 1 人〜4

人までに留まっていたことから、授業での取組みに対しては肯定的な意見の学生が多

かったことが証明された。上記の回答を自由記述の項目と照らし合わせて分析を行っ

たところ、どちらの項目に対しても否定的な回答をした学生は 155 名中 1 名であり、

この学生からはグループの活動、iPad を活用した感想ともに「めんどくさかった。」

という意見が得られた。この学生は、再履修の学生であったこと、授業中もグループ

内でのコミュニケーションが上手く取れていなかったこと、授業態度などから判断す

ると英語学習に対して消極的な学生であったと推測できる。一方、グループ学習、

iPad の活用についてどちらかに「効果がない」と答えた学生についても自由記述に

おいては、「グループで学習することで、わからないことなどすぐ聞いて解決できる

点はいいと思います。」「iPad は今まで使ったことがなかったので使い方に戸惑った

りしたけど、発音の練習アプリとか使ったりできるし、楽しく学習できるのでよかっ

たです。」といった肯定的な感想が述べられていた。今回のアンケートで得られたコ

メントをいくつか抜粋する。 

 

＜協働学習について＞ 

・みんなで英語でコミュニケーションをとるいい機会になってよかったと思う。

（経済学部） 

・みんなで協力する感じが他の授業ではあまりないのでよかった。（経済学部） 

・グループワークだったので自分一人でやる課題とは違って周りに迷惑をかけない

ように期限までにやらなきゃいけないことを確実にできた。（経済学部） 

・ほかの授業にはない取り組みがたくさんあったので、すごく楽しかったです。

（環境学部） 

・こんな長文の英語を話す機会はほとんどないので新鮮で楽しかったです。（環境

学部） 

・他の人の発音を聞くことで自分が改善すべき点とかを発見することができた。

（環境学部） 

・相互に高めあい学習ができるので、効果的であると考える。（環境学部） 

・リスニングに力を入れることができた。（教育学部 1 年） 

・一人だと分かんないことがあったり間違いがあっても気づかないのですが、みん

ながいてくれたことで英語学習が楽しくなった。（教育学部 1 年） 
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・みんなで協力して活動できたので、わからない部分の共有や解決策を考えあうこ

とができた。（教育学部 1 年） 

・グループワークということで、周りの人に迷惑がかからないように頑張らないと

いけないという責任感が出て、学習意欲が向上する点が良いと思いました。（教

育学部 2 年） 

・グループで学習したから・もよくなったし英語に関する意欲が高まった。（教育

学部 2 年） 

・私はあまり英語が得意ではないけど、グループの中には留学していて英語が得意

な人もいて発音とか教えてもらったり、訳に困っているときに一緒に考えてくれ

たりして勉強になったし、自分も頑張ろうという気持ちになれたのですごくよか

ったです。（教育学部 2 年） 

 

＜iPad の活用についての感想＞ 

・発音の練習ができたのがよかった。（経済学部） 

・iPad を使うことによって面白くなる。（経済学部） 

・最先端技術を取り入れることで効率的に進めるのでとても便利でいいと思う。

（経済学部） 

・動画が簡単に編集できるのはよかった。（環境学部） 

・ほかの人の英語が聞けるところがよかった。（環境学部） 

・普段は iPad 等では勉強しないから新鮮だったし普段とは違う勉強法だった分、

より楽しく活動できたと思う。（環境学部） 

・私も将来先生になったら利用してみたい。（教育学部 1 年） 

・初めて、iPad を使いましたが、自分の発音が実際はどういう風に聞こえている

かわかったのでよかった。（教育学部 1 年） 

・iPad を初めて使ったので最初はわからないこともあったけど、そこからグルー

プの人と会話ができたのでよかったと思います。（教育学部 1 年） 

・さまざまなアプリを活用してとても効率的な学習ができたと思います。（教育学

部 2 年） 

・グループの人に扱い方を教えてもらいながら活動できました。（教育学部 2 年） 

・最初は苦労したけれど、いつもと違う環境で学習することは、とてもよかったと

思う。これから ICT とか使う機会が増えると思うから、今回教えてもらった使

い方とか、アプリとかどんどん利用していこうと思います（教育学部 2 年） 

 

 さらに「協働学習をまたしたいか」という質問に対しても「絶対にしたくない」

「したくない」と述べた学生は経済学部で 6％、環境学部で 6％、教育学部 1 年生で
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5％、教育学部 2 年生で 0％という結果であったことからも、協働学習は意義のある

取組みであるという認識が高いことが分かった。 

 自由記述のコメントをいくつかカテゴリーに分類すると、協働学習に関する感想か

らは①他者との協力、②他者とのコミュニケーションの増加、③英語学習に対する責

任感の増加、④学び合いの楽しさについて書かれていることが分かった。iPad の活

用についての感想では、①便利さ、②新しい学習機器への興味と関心、③他者とのコ

ミュニケーションツールとしての活用について書かれていた。学生は、協働作業を通

して学び合い、ロールプレイを行うことに意識をしながら繰り返しリスニングと発音

練習を行った結果、自然にインプットとアウトプットの量が増えていった。このよう

な結果から総合すると、iPad を活用した協働学習を取り入れて苦手なスピーキング

やリスニングに対して苦手意識を軽減させながら学習させる、という授業の目的は達

成されたと考える。 

 

6.  結論 

 iPad を協働学習に取り入れる効果として①動機付け、②自律性の育成、③コミュ

ニケーションの活性化が考えられる。①「動機付け」では、ほんとんどの学生が

iPad を活用した授業へ初めて参加するため、iPad を活用した学習への興味、関心が

高まり、学習動機にも大きく繋がったといえる。また、他者との関わりの中で学習へ

の責任を果たし、学習への参加意識が高まるにつれて学生自身のスマートフォンへ

「Dragon Dictation」やそれに類似したアプリケーションをダウンロードして発音練

習に用いるケースが多くみられた。また、撮影前には事前に集まって練習しているグ

ループも多く、自ら学習機会を増やしていることから②「自律性の育成」が今回の取

組みの中で行われたと考える。教育学部に関して言えば、今回の取組みを将来、自分

のクラスでも行いたいと考える学生もおり、英語学習の枠を超えた学習への動機付け、

自律性の育成ができたと言える。さらに、iPad の操作方法や発音を教え合ったり、

スライドを作成したりすることをきっかけにグループ内のコミュニケーションが活発

になる光景をよく目にしたことから、グループ内の③コミュニケーションを活性化さ

せる効果があったと考える。 

 

7.  今後の課題 

 本稿では、授業での取組みと学生の反応について明らかにしたが、学生の英語力が

どの程度伸びたのかについては客観的なデータが得られていない。今後行われる G-

TELP の結果を参考にしながら、さらに分析を進めていきたい。 
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註 

1. 溝上（2007）では、アクティブラーニングとは能動的な学習を指し、「学生参加型授業」「協調/

協同学習」「課題解決/探求学習」などと、扱う力点の違いによって様々に呼ばれていると説明し

ている。 

2. Blackboard 社が提供している学習管理システム。 
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